
既存の枠組みを活かした「探究的な学び」の実装 

―子どもの興味・関心に応じた「課題設定」を目指して― 
 

姫路市立総合教育センター 教師力アップデート班 

舘 良太 

姫路市立安室小学校 

神谷 友章 

姫路市立置塩中学校 

春名 大誠 

姫路市立花田中学校 

岩上 佳愛 

姫路市立書写養護学校 
 

キーワード：探究的な学び，探究のプロセス，課題設定，問い，既存の枠組み 

 

Ⅰ 研究の目的 

現行の学習指導要領への改訂以降，急激な社会

の変化に対応できる資質・能力の育成を目指し，

「探究的な学び」の充実がこれまで以上に求めら

れている。とりわけ，総合的な学習の時間を中心

に，各教科で獲得した見方・考え方を用いて，探

究のプロセスを繰り返していくことが望まれる。

加えて，高等学校においては，総合的な学習の時

間から，より専門性を高めるため「「総合的な探究

の時間」へと名称変更がなされ，その重要性が強

く打ち出された。これに応じる形で，2025 年３月

に策定された『第３期姫路市教育振興基本計画』

においても，「「探究的な学びの推進」が重点施策と

して掲げられた。これを受け，市内の小中学校に

おいて，「「課題の設定」「情報の収集」「整理・分析」

「まとめ・表現」から成る「「探究のプロセス」を

教育活動に組み入れるための方法が模索されて

いる。 

これまでも，「総合的な学習の時間」を中心に，

調べ学習を主体とした「情報の収集」や「整理・

分析」，「まとめ・表現」といった過程については，

多くの学校現場でも一定の実践が蓄積されてき

た。その一方で，「「探究的な学び」を新たな教育活

動と認識し，心理的な抵抗感が高まりやすい状況

にある。また，「「探究のプロセス」の各過程におい

ても，子どもの習熟度と学校組織としての指導体

制の両面で，実践の蓄積に差異が生じている。と

りわけ，子どもが自ら問いをもち，課題として設

定する活動については，依然として発展途上の段

階に留まっている。実際，市内の小中学校研修担

当者を対象としたアンケートでは，「「課題設定」に

難しさを感じている学校は，小学校で 97％（67/69

校），中学校で 86％（31/36 校）に達しており，多

くの教師が，探究のプロセスの中でも，特に課題

設定に困難を感じていることは明らかである。課

題設定が難しい理由としては，「子どもたち自身

が「『問い』や『課題』を見つけるのが難しい。」「「学

校で決まっているテーマや年間指導計画との兼

ね合いで，子どもが自分事として課題をもつこと

が難しい。」「多様な立場の生徒がいるため，共通

の課題設定が難しい。」など，現場が直面する具体

的な困難を示す記述が多数確認された。このよう

に，子ども一人ひとりの興味や関心に応じた「課

題設定」を行うための指導上の難しさについて不

安や疑問の声は根強く，結果として，従来通りの

教育活動を継続して行う学校も見られる。 

そこで，本研究では，「「探究的な学び」の充実，

とりわけ，子ども一人ひとりの興味や関心に応じ

た「「課題設定」へのアプローチを検討し，安室小

学校，置塩中学校，花田中学校の３校において，

学習者の主体性を育む「探究的な学び」の実践を

行う。３校での実践を基に，今後の姫路市全体へ

の「探究的な学び」の普及・展開において，教師

の心理的な障壁を取り除く上での示唆を得たい。 

 

Ⅱ 実践における共通構造 

「探究的な学び」の実装には，各学校の多層的

な現状が課題となる。具体的には，既存のカリキ

ュラムとの兼ね合いによる「時間的制約」という

構造的課題に加え，個々の子どもたちの探究スキ

ルや経験値などの「学習者との親和性」という質

的課題が複雑に絡み合っている。こうした実態を

看過したまま理想とする探究学習を求めても，

「どのように子どもたちの学びに伴走すべきな

のかわからない」という教師の心理的な障壁を高

めるとともに，子どもたちも何をどうすればいい

のかわからず，思考停止になってしまう可能性が

ある。したがって，現状に即した段階的な探究活

動を検討する必要がある。 

Banchi＆Bell「（2008）は，子どもが初めから自

分たちで調査を設計し，実行できると期待するこ

とはできないとし，最初から最後まで自分の調査

を遂行できるレベルまで探究能力と理解を深め

るためには，広範な練習が必要だと指摘している。



そのうえで，探究は段階的に経ていくことができ

る４つの探究レベルが存在するとしており，「問

い」，「「手順」，「「結論」などの情報がどの程度生徒

に提供されるか，そして教師がどの程度の指導を

行うかについて，表１のように示している。 

また，松原(2023)は，Banchi＆Bell「（2008）の

提唱する探究レベル等を基に，５つ目のレベルと

して「真正の探究（Authentic「Inquiry）」を提示

している。「真正の探究」とは，「「特定の学問領域

の枠を越えて，自ら立てた問いについて自ら設

計・選択した手続きで調査する」探究活動である。

これは，実世界の課題を対象とする教科横断的な

学習や統合的な学習を射程に，探究の質を議論す

るために，重要な役割を果たすとしている。 

肝要なのは，子どもの実態や学校の現状に即し

て，探究レベルを適切に設定していくことであり，

それにより子どもたち一人ひとりに適した探究

学習の展開が可能となる。 

 

探究レベル（Inquiry「Level) 
問い 

(Question) 
手順 

(Procedure) 
結論 

(Solution) 

確認の探究「(Confirmation「Inquiry) 
子どもは，予め結果が分かっている活動を通して，原理や法則が正しいことを
確かめる。（Students「confirm「a「principle「through「an「activity「when「the「
results「are「known「in「advance．） 

✓ ✓ ✓ 

構造化された探究「(Structured「Inquiry) 
子どもは，教師が提示した「問い」について，決められた「「手順」に沿って調
査する。（Students「investigate「a「teacher-presented「question「through「a「
prescribed「procedure.） 

✓ ✓  

ガイドされた探究「(Guided「Inquiry) 
子どもは，教師が提示した「「問い」に対し，自ら設計あるいは選択した「「手順」
で調査する。（Students「 investigate「 a「 teacher-presented「 question「 using「
student「designed/「selected「procedures.） 

✓   

オープンな探究(Open「Inquiry) 
子どもは，自ら設定した「「問い」に対し，自ら設計「・選択した「「手順」で調査
する。 
（Students「investigate「questions「that「are「student「formulated「through「
student「designed/selected「procedures.） 

   

 

本研究の対象となる安室小学校，置塩中学校，

花田中学校の３校において，「「探究的な学び」の現

状，「「総合的な学習の時間」の運用実態は大きく異

なる。各校の現状と課題の特質は，以下の表２の

通りである。 

 

校名 現状と課題の特質 

安室小学校 

調べ学習中心の既存プログラムが主

であり，「「探究的な学び」への転換が

発展途上にある。 

置塩中学校 

地域連携による全校体制の活動を展

開しているが，内容が作業的・形式的

になっている。 

花田中学校 

学校行事等の準備・実施が優先さ

れ，「「探究的な学び」に対する意識の

醸成が課題である。 

 

このように各校の背景は異なることから，想定

される探究レベルに差異が生じる。そのうえで，

共通して「「課題設定」のプロセスが十分に機能し

ておらず，その結果，「「探究のプロセス」全体が停

滞しているという現状がある。このことは，姫路

市内の多くの小中学校が抱える課題と一致して

おり，効果的な「課題設定」へのアプローチの検

討が急務となっている。また，３校ともに時間的

制約や人的資源の不足があり，地域が抱える課題

に取り組む「「プロジェクト学習」などの新たな取

組の導入には困難な環境である。そのため，既存

の枠組みを活用することが，現実的かつ実効性の

高い方略として求められる。 

このことから，本実践では，既存の枠組みを維

持しながら，「「課題設定」のプロセスをはじめとす

る探究活動の質を高めるという視点で，「探究的

な学び」の充実を図る。その際，各校の実態を加

味したうえで，それぞれの探究レベルに応じた実

践を行う。 

表２ ３校の現状と課題の特質 

表１ 探究レベルとその概要 

出所：Banchi＆Bell（2008）より春名作成 



Ⅲ 各校の実践 

１ 安室小学校の実践 

（１）実践の背景と目的 

 安室小学校では，これまで「総合的な学習の時

間」において，身近な地域や環境，福祉といった

多面的・多角的なテーマを通して，実践を積み重

ねてきた。しかし，本校の「総合的な学習の時間」

における探究学習は，あらかじめ用意された枠組

みの中で情報を集める「調べ学習」が中心となり，

児童が自らの疑問や考えに基づいて問いを深め

る探究学習には至っていなかった。また，児童自

身の意見に基づく「課題設定」や，探究のプロセ

スを意識した学習を実現しようと試行錯誤を繰

り返す中で，複数の課題が浮き彫りになってきた。 

 こうした実態を踏まえ，本校が直面している課

題を二つの側面から整理した。第一の課題は，教

師側の「指導体制」と「従来の教材への依存」で

ある。安室小学校においては，教師間での探究学

習に関する指導経験やスキルに差があることが

現状である。そのため，学年や学校全体で足並み

を揃えて指導に当たる体制の構築が喫緊の課題

となっていた。また，長年にわたり活用されてき

た既存の教材に対する依存度が高く，探究のプロ

セスを十分に反映させた新しい教材を一から開

発するためには，膨大な時間と労力を要するとい

うことが想定される。このような物理的・精神的

な負担が，教師にとって学習デザインの再構築へ

と踏み出す際の大きな障壁となっており，探究学

習の推進が発展途上の段階に留まる要因となっ

ていた。 

 第二の課題は，児童側における「課題設定能力

の不足」と「受動的な学習姿勢」である。これま

での実践を通じて，児童は「情報の収集」や「ま

とめ・表現」といった，与えられた条件下での基

礎的な情報を扱う力は身に付けてきている。しか

し，自らの興味・関心や実生活の中での疑問に基

づいて，課題設定をするといった経験が不足して

いるという実態があった。また，探究のプロセス

において，現在自分がどの段階に位置し，次に何

をすべきかを自覚しながら学びを進める「主体

的・自律的な学習姿勢」も十分ではなく，教師の

指示を待つ「受動的な学び」からの脱却が求めら

れていた。 

 これらの課題を解決するためには，教師による

指導の再現性と児童の学びの主体性を両立させ

る現実的なアプローチが必要である。そこで本実

践では，教材を新規に開発するのではなく，教師

が扱い慣れている既存の学習内容を探究のプロ

セスの視点から再編成し，学習の決定権を段階的

に児童へと委ねる学習デザインとする。この方法

により，教師側の指導への不安を解消しながら，

児童が探究スキルを習得していき，「受動的な調

べ学習」を「主体的な探究学習」へと転換させる

ことを目指す。さらに，この過程は教師自身にと

っても，探究のプロセスを支える指導力を高めな

がら児童と共にスモールステップで歩む経験と

なり，教師と児童が共に成長していくことが可能

になると考える。 

 

（２）実践の構成 

 第５学年の単元「給食の秘密を探ろう」におい

て，従来の調べ学習を中心とした展開を，以下の

３つの手立てにより，探究的な学びに再編成する。 

 

① 身近な問題からの課題設定 

 導入において栄養教諭による講話から，栄養バ

ランスや地産地消，献立作りの工夫に対する児童

の関心を高める場を設ける。この講話の内容に基

づき，本校の「給食の残食が多い」という実態か

ら「どうすれば残食をなくせるか」という問いを

投げかけ，児童の多角的な意見を抽出・分析して

いく。そこから導き出されたキーワードを集約し，

全体課題の設定へとつなげる。さらに，学習内容

への理解をより深めるため，「究極の○○献立作

り」という活動を導入する。児童が独自の視点で

理想の献立を考案する過程を通じ，実際の給食と

の共通点や給食の良さを多面的に比較・検討でき

る学習の構成を目指す。 

 

② 学習進度の自由化と表現方法の選択 

 情報収集からまとめに至るまでの約 10時間を，

児童自らが計画し，自分のペースで学習を進める

形式をとる。この期間，教師は一律の指示を出す

のではなく，個々の進捗を確認しながら，行き詰

まっている児童への助言や児童同士の意見交流

を促す「伴走者」の役割に徹することとする。ま

た，成果物の発表方法については，Googleスライ

ドを用いたデジタル資料や，模造紙・画用紙を用

いたポスターなど，児童が自身の強みを活かせる

形式を自由に選択できる環境を整える。これによ

り，画一的な指導から脱却し，個々に応じた「ま

とめ・表現」の活動の展開が期待される。 



③ 継続的な探究プロセスを生む活動 

 １学期の学習を単発で終わらせるのではなく，

２学期には「安室東幼稚園の園児に向け，給食の

魅力を伝える」という，より具体的な対象を設定

した活動を計画する。伝える対象を明確にするこ

とで，児童の中に「どうすれば園児に伝わるか」

という新たな問いを誘発し，探究のプロセスを連

続的に循環させていく。また，この活動は，幼稚

園と小学校の接続を円滑にし，園児にとっても入

学後の学習イメージを具体化する一歩となるこ

とを期待する。 

 

（３）実践による児童の変容 

 本実践を通じて，児童の学習に対する当事者意

識やスキルには，従来の調べ学習では見られなか

った顕著な変容が見られた。 

 

① 主体的な学習姿勢と探究心の深まり 

 自らの意見から導き出した課題に取り組むこ

とで，活動への主体性が大きく向上した。課題設

定の段階では，抽出されたキーワードを整理し，

自分たちの力で「給食の魅力を伝える」という目

的意識もつことができた（図１）。また，「究極

の○○献立作り」においては，「アレルゲンフリ

ー」や「地産地消」といった独自の視点で魅力を

深掘りし，実際の給食の価値をより明確に捉える

姿が見られた（図２）。さらに，自ら立てた計画

に基づき学習を管理するだけでなく（図３），不

明な点を友達と協力して解決しようとする協働

的な学びも生まれた。休み時間や家庭においても

自発的に調査を続ける様子が見られるなど，与え

られた枠組みを超えて課題を追究する姿勢へと

変容した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 キーワードの抽出 

図２ 自分にとっての究極のこんだて 

図３ 児童の学習計画表 

 



② 表現の工夫とスキルの発揮 

 表現方法の決定権を委ねたことで，児童は聞き

手の興味を惹きつけるための創意工夫を凝らす

ようになった。具体的には，Googleスライドを用

いてクイズ形式やアニメーションを取り入れた

り（図４），模造紙を効果的に使ったポスターを

作成したりするなど（図５），自身の強みを活か

した多様な表現が見られた。特に，伝える相手を

園児に設定した場面では，難しい専門用語を簡単

な表現に置き換えたり，写真やイラストを効果的

に活用したりするなど，相手意識に基づいた「情

報の精査・活用能力」や「ICT 活用能力」を存分

に発揮する姿が見られた。これは，園児にとって

も小学生の探究する姿を目にし，入学後の主体的

な学びへの期待感を高める機会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 意識の変容と具体的行動への波及 

 この学びは，教室内外の具体的な行動にも波及

した。当初，残食問題を単なる情報としてしか捉

えていなかった児童たちが，実態に直面し探究を

深める中で，強い当事者意識をもつに至った。そ

の結果，クラス内で一人ひとりが少しずつおかわ

りをする「一口運動」を自発的に呼びかけるなど，

課題解決に向けて実生活の中で主体的に行動す

る姿が見られるようになった。このように，探究

学習が単なる知識の習得に留まらず，自身の生活

をより良くしようとする実践的な態度につなが

った。 

 

（４）実践の成果と今後の展望 

今回の実践は，新教材の開発という高いハード

ルを課さずとも，既存教材に「児童に委ねる時間」

と「考えたくなる仕組み」を少し加えることで，

探究のプロセスが十分に成立することを実証し

た。これは，教材研究の時間が限られる多忙な現

場において，持続可能な学習デザインを再構成し

ていくための，有効かつ現実的な手立てであると

いえる。今後の大きな課題は，本年度の学年単位

での試行的な取組を，学校全体の共通文化へと発

展させていくことである。一部の教師の熱意や個

人のスキルに依存する実践は，継続性に欠ける可

能性もある。今後は，学校全体で授業の悩みやア

イデアを日常的に共有し合い，組織的な協力体制

をより強固にしていきたい。また，学年ごとの学

習を単発の活動で終わらせるのではなく，低学年

から高学年に至るまで，発達段階に応じた「探究

スキル」を系統立てて育むカリキュラムを構築す

ることが重要であろう。そのカリキュラムを活か

しつつ，教職員全体で共通理解を図り，６年間を

見据えた一貫性のある支援を継続することで，児

童が着実に力を積み上げ，主体的・自律的な学習

姿勢を育めるような学びの土壌を築いていきた

い。 

今後も，児童がワクワクしながら自ら疑問を見

つけ，未知の課題に対しても挑戦する姿勢を大切

にし，未来を切り拓いていく力を伸ばしていける

よう，実践を継続したい。そして，教師自身もま

た，児童と共に未知を楽しみ，探究を続ける一人

の学び手であり続けることで，学校全体を活気あ

る探究の場へと創り上げていきたい。 

  

図４ スライドを使ったまとめ 

 

図５ ポスターでのまとめ 

 



２ 置塩中学校の実践 

（１）実践の背景と目的 

本校では，豊かな自然環境を活かした伝統的な

学校行事として，今年度で 10年目を迎える「オキ

ノユメプロジェクト」を実施している。生徒は校

舎のすぐ隣にある畑を使ってサツマイモの苗植

え，水やり，収穫を行い，毎年 10 月に開催される

地域的行事である「「置塩城まつり」で収穫したサ

ツマイモを販売する。 

この行事は，生徒だけで完結するものではない

。自治会や JA置塩支店，PTA をはじめとする地

域の方々から，畑の準備や農業に関する技術指

導，さらに焼き芋の販売活動におけるサツマイ

モの焼成など，多岐にわたる支援をいただきな

がら成り立っている。地域の専門性と協力を得

て進める本活動は，本校における重要な地域連

携の実践となっている。 

赴任初年度である昨年度，オキノユメプロジェ

クトを体験する中で，２つの課題を感じた。 

１つ目は，「「生徒の受動的な姿勢」である。「オ

キノユメプロジェクト」自体は「総合的な学習の

時間」を中心として，目的をもち年間を通して活

動できるプログラムとなっている。また，地域と

連携して進められている点や実行委員が中心と

なり活動する点において魅力的な取組となって

いる。しかし，赴任初年度の「オキノユメプロジ

ェクト」の活動の中では，実行委員が中心となっ

て準備や指示を行っているものの，他の生徒は

「指示された通りに動いている」という受動的な

参加姿勢が散見された。 

２つ目は，「「問いが生まれにくい活動構造」であ

る。本来，「「オキノユメプロジェクト」は，生徒に

とって日常では得がたい学習経験を，年間を通し

て行うことで，活動の中から自然と問いが生ま

れ，その問いを基に次の学びへと発展させていく

ことができる活動となっている。しかし，長く活

動が続く中で，生徒の目的が「サツマイモを栽培

して販売すること」に留まっており，生徒から「「ど

うすればおいしいサツマイモを栽培できるの

か」「もっと多く収穫するにはどうすればいいの

か」といった問いが出てくることはなかった。そ

れゆえ，生徒の問いを中心として，情報収集を行

い，自ら解決策を考えていく探究的な活動構造に

なっているとは言い難く，目的の形式化と学習の

停滞が見られた。 

以上から本実践は，伝統的な地域連携活動であ

る従来の「オキノユメプロジェクト」に「「探究的

な要素」を取り入れる。そして，生徒が活動を通

して「これを試したらどんな結果になるのだろ

う」という好奇心から自ら問いを設定し，「「このよ

うな結果になる理由を知りたい」という探究心を

もった活動への改善を目指し実践を行う。 

 

（２）実践の構成 

「オキノユメプロジェクト」を「探究的な学び」

へと転換するため，「年間計画」，「テーマの設

定」，「「活動方法」，「「次年度の目標設定」について

見直す。 

 

① 年間計画 

今年度の「オキノユメプロジェクト」の実施ス

ケジュールは表３の通りである。 

 

時期 内容 

R７.４ 

R７.５ 

 

 

R７.６ 

R７.６～10 

 

 

R７.11 

R８.１～３ 

活動方針の検討 

縦割り班の編成 

「探究」の説明 

班別作戦会議（２回） 

苗植え 

水やり・草抜き・害獣対策 

収穫 

「置塩城まつり」での販売 

収穫量の公表 

今年度の振り返り（ポスター作製） 

来年度に向けた目標設定 

 

 

② 問いを生むテーマの設定 

「探究的な学び」では，生徒が自らテーマを設

定し，そのテーマに基づいて問いを生み出しなが

ら学習を進めることが重要である。そこで本実践

では，生徒が主体的に活動へ取り組めるよう，例

年の「栽培して販売する」という漠然としたテー

マを改め，「「収穫量を競う」という焦点化されたテ

ーマを設定する。このテーマにより，生徒の中に

「どうすれば多く収穫できるのか」といった問い

が自然に生まれ，その解決方法を考えたり調べた

りする契機となることを期待する。 

 

③ 縦割り班の編成 

例年は学年ごとに畝を割り振って活動してい

たが，学年で取り組むことがサツマイモ栽培に対

する責任感を薄れさせる一因となっていた。それ

表３ オキノユメプロジェクトの実施スケジュール 

※下線部は今年度から始めた取組 

 



ゆえ，今年度は全学年を混ぜた縦割り班を編成

し，各班に１畝を担当させる。これにより「自分

たちのサツマイモを育てる」という責任感が醸成

されることをねらいとする。また，各班に一人の

教師を配置し，生徒の活動が滞った時に助言をす

るなど，伴走者として生徒の探究学習を支援でき

る体制を整える。 

 

 

 

④ 「探究」について生徒への説明 

活動に入る前に，全校生徒に対して「探究学習

とは何か」について事前説明を行う。生徒たちは

日頃，決まっている答えに向けて進む学習を中心

として行っていることが多いため，自らが発する

「問い」を大切にして学習を進めていく経験が乏

しく感じる。それゆえに，「「探究学習」においては，

自らの「問い」を中心に据え，情報収集や整理分

析を行い，活動してくことが大切であると理解し

ておく必要がある。体育館に全校生徒を集め，ス

ライドを用いて教師から「VUCA「（予困困難な時代）

についての説明」や「「問いをもつことの重要性」，

「質の高い問いと低い問いの違い」，さらに「「探究

が高校の学びにつながること」などについて説明

を行う。これにより，生徒がこれから進めていく

「オキノユメプロジェクト」において自ら発した

「問い」を中心に活動する意義を理解し，探究心

をもって取り組めるようにする。 

 
 

 

⑤ 班別作戦会議 

例年は，実行委員が各学級で苗の植え方や収穫

方法，注意点，役割分担などを説明していた。し

かし，生徒が主体的に活動するためには，生徒自

身が抱く問いを基に情報を集め，解決方法を考え

ていくことが重要である。そこで今年度は，縦割

り班ごとに集まり，班ごとに目標を設定する。そ

の後，「「よりたくさんのサツマイモを栽培しよう」

などの班の目標達成に向けて，生徒から出てきた

問いを基に話し合う「班別作戦会議」の時間を設

ける。 

これにより，苗の植え方や水やり，害獣対策な

ど，具体的な課題の解決方法を生徒同士で考え，

計画する場面を増やし，生徒が自分たちの目標達

成に向けて主体的に活動する機会が生まれる。 

 

 

図６ 学年ごとから縦割り班への畝割り 

 

図７ 教師から「探究」についての説明 

 

図８ 班別作戦会議の様子 

 



⑥ 振り返りと次年度の目標設定 

例年は収穫・販売が終わると，「「オキノユメプロ

ジェクト」の活動もそこで終了していた。しかし，

探究学習とは，「「探究のプロセス」がつながり，活

動が継続していくことが重要であると考える。 

そこで今年度は，収穫・販売後の 11月に，班ご

との収穫量をまとめた表を全校生徒に配付する。

また，３学期には１年間の活動を班ごとに振り返

り，まとめポスターを作成したうえで，次年度の

目標を設定する時間を設ける。これらの取組によ

り，活動を単年度で終わらせず，次年度へと学び

をつなげる探究的な姿勢を育てる。 

 

（３）実践による生徒の変容 

新たに「探究的な要素」を取り入れて行った今

年度の「オキノユメプロジェクト」において以下

の生徒の変容が見られた。 

 

① テーマ設定による目的意識の確立 

新たに「「班ごとの収穫量を競う」というテーマ

を設定したことで，生徒からは「どうすれば収穫

量を増やすことができるのか？」という問いが生

まれ，その問いの解決のために「「どのように苗植

えや栽培をしたらいいのか？」「水やりの頻度は

どれくらいがいいのか？」「土に肥料をあげたら

いいのでは？」と，自分たちで考える姿が見られ

た。これは，従来，生徒が作業的に行っていた「オ

キノユメプロジェクト」に目的意識をもち，自ら

の問いを基に探究しつつ，活動しようとする変容

が見られたことを意味する。 

 

 
 

 

② 縦割り班による意欲的な活動 

これまでは長く活動する中でただサツマイモ

を栽培することが目的となり，活動が形骸化して

いたため，中には作業的な活動となっている生徒

の姿も見られた。しかし，縦割り班を編成し，1班

１畝を割り当てたことで，「自分たちのサツマイ

モ」を栽培するという責任感とサツマイモへの愛

着が生まれ，どの生徒も意欲的に活動する姿が見

られた。また，班の中に「オキノユメプロジェク

ト」を経験している先輩がいることで，活動中に

わからない事があった際は，いつでも先輩から後

輩へアドバイスができる環境となった。実際に活

動中に，事前に調べていたもののどうすればよい

かわからない生徒は，先輩に聞いて教えてもらう

ことでスムーズに活動ができていた。 

 

 
 

 

③ 班別作戦会議による主体的な活動 

苗植えを行うまでに班別作戦会議を行ったこ

とで，例年であれば実行委員の指示にのみ従って

活動していた生徒が，自分たちで苗植えの方法や

水やりの頻度などについて調べ，計画を立てる姿

が見られた。また，生徒が自ら学習者用端末を使

い，作戦会議で話した内容をメモして班員で共有

する班や水やりの計画を入力し，それを班員で共

有する班が見られた。これは，今まで実行委員以

外の生徒は受動的な活動に留まっていたが，自分

たちで設定した目標の達成に向けて，自ら考え，

行動しようとする主体的な活動に変化したこと

を意味する。 

図９ 祖父に聞いてまとめてきたノート 

 

図 10 自治会や先輩に質問する姿 

 



  

 

④ 集計結果による新たな問い 

サツマイモの収穫後，班ごとの収穫量を集計

し，その結果を図 12 のようにまとめて全校生徒

に配布した。集計結果表を見た生徒からは，「「なぜ

班によってこれほどまでに収穫量に差が出たの

だろう」といった問いが自然に生まれた。また，

その問いに対して，「水やりの頻度が違ったから

ではないのか」や「畝の位置によって水はけが異

なるからではないのか」，「「草抜きの回数が少なか

ったからではないのか」，「「つる返しの時期が遅か

ったからではないのか」など，さまざまな意見が

生徒から出された。このように，集計結果表を基

に自分たちの活動を振り返る中で，新たな問いが

次々と生まれ，活動への興味・関心が深まってい

ることが確認できた。 

 

 

 

そして，３学期に１年間の活動を振り返り，良

かった点と改善点，来年度の新たな目標について

班別作戦会議で話し合った。振り返りを行う中

で，「来年度は家庭科で学習したコンポストをつ

くりたい」，「「家から卵の殻を持ってこられる」と

教科で学んだことを実践しようと話し合う班や

「おいしいサツマイモは柔らかい土がいいらし

い」，「冬の間から土を耕して土づくりをしたい」

と従来にない活動をしたいと考える班など，来年

度に向けてより意欲的に取り組もうとする姿が

見られた。その後，振り返りを基にポスターを作

成し，ポスターセッションを行った。どの班も今

年度の振り返りと来年度の目標を発表すること

ができた。 

この集計結果表の配付やポスター作成をきっ

かけに生徒から新たな問いが生まれ，来年度の活

動へつなげようとする姿が見られたことは，活動

が単年度で完結するのではなく，「問い→実践→

振り返り→新たな問い」という探究の循環が生徒

自身の手で回り始めたことを意味している。 

 

（４）今後の展望 

今年度の実践により，「オキノユメプロジェク

ト」に探究的な要素を取り入れることができた。

しかし，これで探究の取組が完結するわけではな

く，今後さらに発展させていく必要がある。 

今後の展望として，現在の「より多く収穫する」

という自己完結的なテーマから，「よりおいしい

サツマイモを作り，地域の方々に喜んでもらう」

という他者・地域への貢献につながるテーマへと

発展させたいと考えている。 

この「オキノユメプロジェクト」は地域の方々

の多くの協力によって成り立っており，また「置

塩城まつり」での販売活動は，生徒が地域社会の

一員として役割を果たす貴重な経験となってい

る。地域に支えられている自分たちが，今度は地

域に貢献するという視点を育むことは，消費者教

育が目指す「社会の一員としての責任ある行動」

にもつながる。 

今年度は収穫後に初めて全校生徒でサツマイ

モの試食を行い，「「繊維が硬い」「甘さが足りない」

といった率直な感想が多く寄せられた。今後数年

間をかけて，「「収穫量を増やす」というテーマで取

り組み，収穫量が安定してくると，生徒の中から

「よりおいしいサツマイモを作り，お客さんに喜

んでもらいたい。そのためにはどうすればいいの

か」と他者を意識したテーマへと変わっていくと

考えている。 

これを置塩中学校の探究学習の次なる目標と

して捉え，生徒の「思い」や「問い」を中心とし

た活動となるように，これからも実践を続けてい

きたい。 

図 11 会議内容を共有 

図 12 サツマイモの班別集計結果表 

 



３ 花田中学校の実践 

（１）実践に至るまでの経緯と目的 

 花田中学校では，これまで，「「総合的な学習の時

間」を，「「特別活動」とのすみ分けをあまり行わず，

学校行事や体験活動などの取組の準備・実施の時

間として柔軟に運用してきた。この柔軟な対応を

もって，様々な取組の実施や各取組の時間の確保

を行ってきたことは容易に想像できる。 

 しかしながら，「「総合的な学習の時間」と「特別

活動」には，その目的において明確な差異がある

点に留意する必要がある。「総合的な学習の時間」

は，テーマ設定を行ったうえで，調査や発表など

の探究活動を通して，自ら課題を見つけ，解決す

る力（探究力），学んだことを統合し，新しい知識

や技能を創造する力（創造力），情報収集，分析，

判断，表現する力（情報活用能力）を養うことを

目的とする。教科横断的であり，生徒が主体とな

る問題解決・課題解決が求められる。対して，「「特

別活動」は，儀式的行事や文化的・体育的行事，

宿泊などを通して，集団生活への適応，社会性，

協調性，規範意識，自主性，責任感，リーダーシ

ップなどを養い，豊かな人間関係の構築が目的と

されている。生徒が主体的に参加し，集団として

経験から学ぶことを重視している。 

 このような違いはあるものの，これまでの枠組

みを完全に組み替え，新たな取組を実践するには，

膨大な時間と人的資源を要する。例えば，学校や

学年全体で取り組む「プロジェクト学習」などは，

「総合的な学習の時間」の効果的な取組であり，

教育効果にも一定の期待ができる。しかしながら，

現在の取組の運営をこれまで通りの計画で行っ

ていく場合，「「プロジェクト学習」などをカリキュ

ラムに組み込むことは困難である。換言すれば，

新たなカリキュラムを構築してまで導入を図る

には，時間的制約が大きく，人的資源も不足して

いるのが本校の現状である。 

 このことから，既存の枠組みを維持したまま，

「探究のプロセス」を組み込む方略を検討・実施

していくことで，花田中学校における「探究的な

学び」の充実を図りたい。 

 

（２）実践の構成 

 既存の枠組みを維持したまま，「「探究的な学び」

を充実させるためには，これまでの取組の中に，

「探究のプロセス」を組み込む必要がある。とり

わけ，「「課題設定」のプロセスは，これまでの取組

では十分に実施されていなかったため，各取組の

中で意図的に場面設定を行うことが不可欠であ

る。 

 そこで，すべての取組を，大枠として「課題設

定→活動→振り返り」のプロセスで再設計するこ

とにより，探究の要素を組み込んでいく。さらに，

この大枠のプロセスの中に，小さな「「課題設定→

活動→振り返り」のプロセスを複数回包含させる

図 13 のような入れ子構造を採用する。これによ

り，生徒は「「取組全体の課題」と，活動の途中で

生じる小さな課題に同時並行で向き合うことが

可能となる。この多層的なプロセスによって，生

徒は活動の方向性を都度省察し，適宜，探究のア

プローチに修正を加えることができる。なお，「「情

報の収集」や「整理・分析」といった活動は，主

に取組の中で自然発生的に実施されるものとす

る。 

「課題設定」は，各取組の内容を分析し，抽出

した概念を基に構成されたテーマを設定し，その

テーマと各取組の内容を踏まえ，生徒一人ひとり

が問いを考え，「「取組全体の課題」として明確化す

る。「活動」は，従来通りの活動内容を維持しなが

ら，まとまり（事前活動，体験，事後活動など）

ごとにも課題を設定する。これにより，各まとま

りへの目的意識を醸成するとともに，その都度，

設定された課題に対して即時的な振り返りを実

施する。取組全体を通しての学びを踏まえた「振

り返り」は，「「取組全体の課題」に対して記述する

ことにより，探究のプロセス全体を評価し，概念

の統合を図る。 

 

  

図 13 取組のプロセス 



（３）実践に向けた基盤整備 

① 準備物 

（ア）テーマ一覧 

「課題設定」において最も難しい点は，課題が

多様化することによる指導の広範化である。もち

ろん，生徒が自ら問いを立て，個人が探究したい

事柄を課題として設定するのが，本来あるべき

「探究的な学び」の姿である。しかしながら，教

育活動には，教師が生徒に獲得させたい，あるい

は思考させたいという教育的意図が常に内在す

る。そこで，この教育的意図と生徒の主体性を両

立させるため，各取組から概念を抽出したうえで

整理を行い，表４のような概念一覧を作成した。

この概念一覧の作成にあたっては，取組内容の詳

細を Gemini「（AI）に入力し，そこから概念を上位・

中位・下位の三段階で抽出した。そして，概念一

覧を基に，各取組の教育的意図を明確化し，各取

組のテーマから概念を生徒に提示できるよう関

連概念を整理した表５のテーマ一覧を作成した。

テーマ一覧の作成にあたっては，校内の全教師で

概念一覧を共有し，各教師がそれぞれの取組にお

いて重視する概念に基づきテーマを立案，それら

を統合することで作成された。これは，特定の担

当者に留まらず，全教師の協力体制によって実現

したものである。しかし，テーマを単に生徒に提

示するだけでは，教師の教育的意図を十分に伝え

ることは困難である。そのため，作成したテーマ

一覧には，生徒への提示時に活用できるよう，各

テーマに関わる概念と実際の取組を結びつける

表６のような説明文の例を付記した。教師はこの

説明文を基にして，生徒の探究における指針とし

てテーマを示す運用とする。 

 

 

 

 

計画性と

実行力 

今回の班別行動のテーマは「計画性と実行力」です。班別行動は，君たち自身が班ごとに計画を立て，実行していきます。限られた時

間と予算の中で，どうしたら最高に楽しい思い出を作れるか，班のみんなで知恵を絞って，話し合って，計画を立ててほしいです。班

別行動を成功させるためには，「計画性と実行力」この二つが車の両輪のように，どちらも欠かせません。計画を立てるとは，簡単に

言うと「目標を達成するために，何をすればいいか，順番に考えること」です。班でやりたいこと，行きたいところを出し合い，情報

を集め，役割分担を行い，計画を練り上げます。しかし，どんなに素晴らしい計画を立てても，実行しなければ意味がありません。計

画を実行するには，「困難に立ち向かう力」「臨機応変に対応する力」「仲間と協力する力」など，様々な力が必要です。計画通りに進

まないことや，予期せぬトラブルが起こることもあるでしょう。しかし，そこで諦めずに，みんなで協力して，解決策を探し，実行す

ることが大切です。今回の班別行動を通して，これからの学校生活や将来に役立ててください。 

表４ 概念一覧（トライやるウィーク） 

表５ テーマ一覧 

表６ テーマに関する説明文の例 



（イ）探究シート 

本実践で用いる図 14 の探究シートは，生徒が

自らの課題設定や振り返りのプロセスを記録す

るためのシートである。これは，各教科の授業等

で日常的に使用されている振り返り用のポート

フォリオと比較的似た形式を採用することで，生

徒および教師双方にとって取り扱いやすい設計

となっている。 

 

（ウ）教師用指導マニュアル 

全ての教師が，花田中学校における探究学習の

ベースとなる理念および構造を理解し，実践を推

進していくために，図 15 の教師用指導マニュア

ルを作成し，実践の手がかりとする。このマニュ

アルは，基本的には記載された手順通りに準備を

進めることで，各取組が円滑に実施可能となるよ

う設計されている。 

 

 
 

 

  

図 14 探究シート 

図 15 教師用指導マニュアル 



（エ）生徒説明用スライド 

 「「探究的な学び」を進めるにあたり，まず生徒

に対し，「「探究的な学びとは何か」について説明を

実施した。指導の主な目的は，生徒が探究学習に

対する目的意識をもてるよう，内発的な動機付け

を促すことである。具体的には，「「問いとは何か」

という根源的な定義から，「なぜ探究的な学びを

行うのか」という学習の必要性について説明した。

さらに，具体的なワークショップとして，リンゴ

の写真を提示し，そこから考えうる多様な問いを

列挙させ，その中から，より深い考察につながる

「質の高い問い」とは何かについて説明を行った。

また，中学校での探究が高校進学後の学習にどの

ようにつながるかを具体的に示すため，高校での

探究学習についても紹介した。これらの指導を通

じて，生徒は活動の目標と，質の高い問いを立て

る重要性を理解し，探究学習への主体的な参加を

促すことができた。 

 

（オ）問いトレ 

１年生に対しては，課題設定能力の基礎を育成

するため，「「問いトレ」を実践した。この活動では，

写真や仮のテーマといった具体的な素材を提示

し，生徒に多様な問いを多角的に発想させること

を目的とした。とりわけ，テーマから問いを構築

する際には，そのテーマに関連するキーワード群

を提示した。これは，生徒が問いを立てる際の有

効な手がかりとして機能し，発想の幅を広げるこ

とを意図したものである。この活動を通じて，生

徒は問いの多様性と，質の高い問いを導き出すた

めのプロセスを体験的に学習することができた。 

 

② 実施までのスケジュール 

 取組実施に至る過程においては，一部の担当者

に留まらず，全ての教師が当事者意識をもって取

り組めるよう，多角的な情報共有と参画の機会を

設けた。スケジュールは表７の通りである。 

 

時期 内容 

R６.９ 

R６.10 

R６.11 

R６.12 

 

R７.１ 

R７.３ 

R７.４ 

職員会議で方向性の決定 

概念一覧の作成 

概念一覧を提示，テーマの募集 

探究のプロセスのスケールの画定 

振り返り方法の決定 

テーマ一覧の作成 

職員会議での承認 

運用開始 

（４）実践の展開－野外活動を事例に－ 

 2025 年４月 24 日から同年６月 23 日まで，花田

中学校の第１学年（87 名）を対象に行われた野外

活動において実践を展開した。 

 

① 実践の構成 

 本実践におけるテーマは「個人と集団の成長」

と設定する。これは，入学して間もない生徒たち

が，中学校生活の起点として，一人の人間として

の個人の成長と，今後の学校生活の基盤となる集

団の成長の双方の実現を目指すためのテーマで

ある。このテーマについて，生徒一人ひとりが課

題設定を行うためのキーワード群として，以下を

提示する。 

 

自分らしさ，可能性，挑戦，努力，克服，変化，発見，

成長，自信，個性，限界，目標，反省，学び，経験，感

情，価値観，自立，責任，決断，行動，仲間，協力，連

携，団結，チーム，絆，影響，貢献，役割，共有，達成，

解決，対話，意見，尊重，理解，支え合い，学び合い，

関係，集団の力 

 

なお，キーワード群の選定については，テーマ

と取組の内容に関連する概念を，生徒にとって理

解しやすい文言に変換して抽出したものである。

このテーマとキーワード群を手がかりに，生徒は

一人ひとりの「課題設定」を行う。 

 本実践は，「「事前活動」「実際の体験」「事後活動」

の３つの段階で，表８の通り構成する。 

  

回 内容 まとまり 

１ 
趣旨説明 

課題設定 

事前活動 

（説明・役割分担） 

課題の設定 

実施への準備 

２ 
実行委員紹介 

班・係について説明 

３ 
班発表・役割決め 

班の目標決め 

４ 
係別会議 

班別会議 

５ 
しおり作成 

読み合わせ 

６ 事前指導 

７ 

野外活動 実際の体験 ８ 

９ 

10 事後指導 

事後活動 

（行事の振り返り・ 

スライド作成） 

11 

スライド作成 12 

13 

14 ふりかえり 

 

表７ 実施までのスケジュール 

表８ 野外活動の構成 



② 生徒の探究プロセスの検証 

 生徒の探究プロセスを，図 16 の生徒 A の探究

シートを基に検証する。 

 生徒Ａは，本実践のテーマに基づき，「「絆や団結

力を深め，自分らしさを出すには何をしたらいい

だろうか。」という課題を「取組全体の課題」とし

て設定し，活動に取り組んだ。 

 事前活動の段階では，「相手の意見を尊重し理

解するためには何を大切にすればいいだろうか。」

という課題を設定し，活動を行った。この活動を

通じて，理由を明確に伝えることや意見を組み合

わせること，そして相手の意見を尊重し対話を行

うことの重要性といった，基礎的なコミュニケー

ションの要素について気づきを得た。 

 実際の体験の段階では，「一人一人自分で責任

をもって，できないことをチームで支え合うには

どうしたらいいか。」という課題を設定し，活動に

取り組んだ。この体験的な活動を通して，協力す

ることや互いに助け合うことの必要性を強く認

識した。 

 事後活動の段階では，「自分が仲間と協力して

変化したことは何だろう。どのような反省がある

だろう。」という，より自己省察的な課題を設定し，

活動を行った。この省察を通じて，仲間がいるこ

とで協力が可能になるという，集団の力に関する

具体的な認識を深めた。 

 これらの多層的な活動を行った後の活動全体

の振り返りにおいて，生徒Ａは当初設定した「絆

や団結力を深め，自分らしさを出すには何をした

らいいだろうか。」という「「取組全体の課題」に対

し，個人の責任ある行動が活動の質を高めること，

そして意見の尊重と発信の重要性を結論として

記述した。とりわけ，意見が言いにくい人の意見

にも耳を傾けることの重要性を指摘した。 

 この一連のプロセスを通じ，生徒Ａは，事前活

動で得た「対話の尊重」という基礎的な気づきを，

実際の体験で得た「協力・互助」の必要性と結び

つけ，最終的に「お互いに話し合える関係性」と

いう上位概念として再定義した。この思考の過程

は，設定されたテーマである「個人と集団の成長」

において，「「相互作用」に関する概念の獲得が成立

したことを示している。 

 

 
 

  

図 16 野外活動における生徒Ａの探究シート 



（５）実践の成果と今後の展望 

 令和７年度の花田中学校における「探究的な学

び」について，本校の教師に対しアンケートを実

施し，「「課題設定」および「振り返り」の各プロセ

スにおける達成状況を可視化し，次年度に向けた

指導体制の改善策を検討した。 

令和７年度，「「探究のプロセス」を組み入れるこ

とができた取組は，以下の表９の通りである。 

 

学年 取組 テーマ 

全校 体育大会 異学年交流 

文化発表会 一体感と達成感 

３年 修学旅行 自主性と協調性 

２年 トライやる・

ウィーク 
働くことの意義 

神戸班別 班員との協力，防災と減災 

１年 野外活動 個人と集団の成長 

姫路班別 班別行動 

 

 また，「「課題設定」と「振り返り」に関するアン

ケートの回答データを，次の表 10の通り，各項目

の達成度を４段階評価（1「：できた～4「：できなか

った）で算出し，割合をまとめた。 

 

項目 １ ２ ３ ４ 

全体のテーマ設定 35.7 64.3 0 0 

取組全体の課題設定 7.1 78.6 14.3 0 

まとまりごとの課題設定 28.6 50.0 21.4 0 

取組全体の振り返り 14.3 71.4 14.3 0 

まとまりごとの振り返り 0 57.1 42.9 0 

 

「テーマ設定」や「全体の課題設定・振り返り」

といった大きな枠組みについては，肯定的な評価

が高い。つまり，「「課題設定→活動→振り返り」の

一連の流れを，一定程度形作ることができた。こ

のことは，今後の生徒と教師の双方に関わる基盤

整備へとつながったと考えられる。換言すれば，

花田中学校における「探究的な学び」のさらなる

充実への足がかりとなったといえよう。 

 その一方で，「「まとまりごとの課題設定・振り返

り」については，肯定的な評価が下がる結果とな

った。これは，取組の計画段階でまとまりごとの

振り返りの時間の確保ができなかったことや，学

級担任や行事担当者に生徒の探究活動の把握が

集中することで細やかな個別指導ができにくく

なったという運用面での課題が影響している。加

えて，取組の全体像から逆算してまとまりごとの

課題を導き出す「見通しを立てる力」が不足して

いる生徒が多いことや，振り返りが「楽しかった」

「できた」という表層的な感想に留まってしまっ

たという質的な課題も要因となっている。 

 これらの課題を踏まえ，次年度に向けた改善と

して，次の４点を検討していく。 

 

① 指導体制の組織化 

 学級担任や行事担当者への負担集中を避け，指

導の質を担保するために，学年教師全員で生徒を

分担する「小グループ指導体制（メンター制）」の

構築を図る。このことにより，一人の教師が少数

の生徒に対し継続的に伴走することができ，生徒

一人ひとりに，よりきめ細かな助言を行うことが

可能となろう。 

 

② 指導ツールの洗練と系統的指導 

生徒が自らの力量に適した課題を立てられる

よう，「「課題の例示」をさらに充実させ，目標設定

の質を高める。また，振り返りの記述力を向上さ

せるために，探究活動のみならず，各教科の授業

内での振り返り場面等を通じ，年間を通した指導

を継続的に行うことが必要となろう。 

 

③ 探究シートの一元管理と可視化 

学びの連続性を担保するために，生徒の情報を

蓄積し，学年教師全員がアクセス可能な一元管理

体制の構築を図る。また，探究シートを蓄積する

ことで，生徒自身が過去の自分の変容を随時確認

し，自己の成長を実感できる環境を整えることが

可能となろう。 

 

④「振り返り」時間の確保 

 「「最後にまとめて書く」という形式的な作業に

陥るのを防ぐため，取組の途中に振り返りや共有

の時間を計画的に配置する必要がある。また，他

者の問いや気づきに触れる機会を意図的に設け

ることで，自己の内省を深めると同時に，次のス

テップへの意欲を醸成することができよう。 

 

 これら４点を検討してくことで，花田中学校に

おける「探究的な学び」の質的な改善を図り，生

徒と教師の双方がさらなる発展を遂げることが

できるよう，これからも実践を重ねていきたい。 

 

 

表９ 令和７年度の各取組とテーマ 

表 10 課題設定と振り返りについての回答データ 

(％) 



Ⅳ 研究の成果と今後の課題 

１ 成果 

 本研究の主な成果は，次の２点である。 

 第一に，子どもの興味・関心に応じた「課題設

定」を可能とする実効性の高いアプローチを検討

し，実践することができた。これにより，子ども

たちは，これまで以上に主体的かつ課題意識をも

って活動に取り組むことが可能となった。これは，

単に活動の形式が複雑化したのではなく，生徒が

自らの問いを基盤とし，当事者意識をもって「探

究のプロセス」を進めたことを示している。 

 第二に，本研究は，教育活動の設計において従

来の取組を最大限に活用することに重点を置い

た。この方略により，教師が新たな活動を一から

構築する必要がなくなり，教師の負担感を最小限

にとどめ，無理なく継続できる活動となった。こ

れは，「「探究的な学び」を「特別な」活動として扱

うのではなく，日常的な教育実践として継続・定

着させるための実効性の高い手立てであるとい

える。また，今後の姫路市全体への「探究的な学

び」の普及・展開において，「「多忙化の中でも実現

可能である」という教師の心理的な障壁を取り除

く上で，重要な示唆となりえるだろう。 

 

２ 課題 

 本研究の主な課題は，次の２点である。 

 第一に，本研究は，既存の教育活動の改善とし

て行われた結果，教師が用意したテーマや枠組み

の中での課題設定に帰結した。これは，真に子ど

も一人ひとりの興味・関心に基づく自由な探究で

はなく，与えられた状況下での探究に留まったこ

とを意味する。今後は，子どもたちが，自身の興

味・関心に合わせて多様なテーマを自律的に選択

し，探究学習が行える枠組みを設計する必要があ

る。そのためにも，既存の枠組みを維持しつつ，

課題の自由度を高めるための指導方略やカリキ

ュラム設計が求められる。 

 第二に，本研究は，各校の既存の教育活動を基

盤としているため，そのまま転用可能な「探究的

な学び」の取組モデルにはなっていない。したが

って，姫路市内の他校で全く同じ取組を行うこと

は困難である。これは，「「探究的な学び」を実践す

るためには，各校の実態に応じた学びの形をデザ

インする必要があることを示唆している。今後は，

本実践で得られた「「既存の枠組みに探究のプロセ

スを組み込むための方法」やテーマ一覧，探究シ

ートなどの「「指導ツールの開発方法」といった普

遍的な要素に焦点を当て，研修などを通した情報

発信により，姫路市内の小中学校での実践が広が

るよう働きかけていく必要がある。また，各教科

で獲得した見方・考え方を「総合的な学習の時間」

で活用することや，各教科における「探究的な学

び」の充実を図ることで，姫路市の「探究的な学

び」の実装につながるように実践を積み重ねてい

きたい。 
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